
  

労
働
契
約
法
２
０
条
は
、
無
期
雇

用
労
働
者
（
例
：
正
社
員
）
と
有
期

雇
用
労
働
者
（
例
：
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
）
と
の
間
で
、
労
働
条
件
に

つ
い
て
、
不
合
理
な
差
別
を
す
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
６
年
５
月
１
３
日
、
東
京

地
裁
で
、
定
年
退
職
後
再
雇
用
さ
れ

た
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
カ
ッ
ト
を

労
働
契
約
法
２
０
条
違
反
と
し
、
労

働
者
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
る
初

め
て
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

原
告
ら
は
、
６
０
歳
で
定
年
退
職

し
た
後
、
１
年
契
約
の
嘱
託
社
員
と

し
て
再
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。
業
務
内

容
は
退
職
前
と
全
く
同
じ
で
し
た

が
、
退
職
後
は
嘱
託
社
員
の
賃
金
規

定
が
適
用
さ
れ
、
賃
金
が
２
割
～
３

割
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

原
告
ら
は
、
業
務
の
内
容
が
同
じ
な
の

に
賃
金
を
下
げ
る
の
は
労
働
契
約
法

違
反
に
あ
た
る
と
主
張
し
、
東
京
地
裁

に
提
訴
し
ま
し
た
。 

東
京
地
裁
は
、
原
告
ら
の
業
務
内
容

が
定
年
退
職
前
後
で
同
一
で
あ
る
と

認
定
し
た
上
で
、
同
じ
業
務
内
容
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
格
差
を
も

う
け
る
合
理
的
な
理
由
が
な
い
と
し

て
、
原
告
ら
の
主
張
を
認
め
、
使
用
者

に
対
し
定
年
前
の
賃
金
と
の
差
額
の

支
払
を
命
じ
ま
し
た
。 

高
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
労
働
者
の

６
５
歳
ま
で
の
雇
用
機
会
の
確
保
の

た
め
、
使
用
者
に
「
６
５
歳
ま
で
の
定

年
の
引
上
げ
」
「
６
５
歳
ま
で
の
継
続

雇
用
制
度
の
導
入
」
「
定
年
の
廃
止
」

の
い
ず
れ
か
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保

措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
使
用
者
に
は
高
齢
者
の
雇

用
を
継
続
す
る
義
務
が
課
さ
れ
ま
し

た
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
労
働
者

を
６
０
歳
で
定
年
退
職
さ
せ
て
有
期

雇
用
で
再
雇
用
し
、
賃
金
カ
ッ
ト
を
図

る
使
用
者
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。
今

回
の
裁
判
例
は
、
定
年
退
職
後
の
労
働

者
を
、
労
働
実
態
を
変
え
な
い
ま
ま
有

期
雇
用
に
切
り
換
え
、
コ
ス
ト
を
圧
縮

す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し

た
点
で
、
労
働
者
に
と
っ
て
有
意
義
な

判
決
で
す
。 

も
っ
と
も
、
定
年
を
６
５
歳
に
引
き

上
げ
就
業
規
則
で
６
０
歳
～
６
５
歳

の
賃
金
体
系
を
別
に
定
め
る
こ
と
は

労
働
契
約
法
２
０
条
に
直
接
的
に
は

違
反
し
ま
せ
ん
し
、
定
年
退
職
後
に
再

雇
用
し
た
労
働
者
の
業
務
内
容
や
責

任
を
軽
減
し
て
賃
金
カ
ッ
ト
す
る
こ

と
は
今
回
の
判
決
の
射
程
外
と
な
り
、

必
ず
し
も
違
法
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

労
働
契
約
法
や
高
齢
者
雇
用
安
定

法
の
潜
脱
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
注
視
が
必
要
で
す
。 
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労働法コラム   第３０回 
 

 
 

 

 

黒崎合同法律事務所 

溝口 史子 弁護士 

 
 

 黒崎合同法律事務所 

    平山 博久 弁護士 

【投稿】全教北九州が第 9 回定期大会を開催 
 
５月１４日（土）戸畑生涯学習センターにて、全

教北九州第９回定期大会が開催されました。 

安倍「教育再生」の締め付けのもと、益々長時間

過密労働と管理教育に拍車がかかる中、憲法を守り

生かし、職場でのお世話活動を基本に、組織を大き

く強くして一致団結してたたかう運動方針を満場一

致で決定しました。 

 

 

福
岡
高
裁 

第
３
回
期
日 

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟 

 

全教北九州中村委員長 

５
月
１
６
日
、
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
第
３
回
期
日
が
福
岡
高
等
裁

判
所
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝

か
ら
激
し
い
雨
で
し
た
が
、
北
九
州
地

域
で
は
９
時
半
か
ら
戸
畑
駅
前
で
宣

伝
行
動
を
行
い
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
行
っ
た
後
、
傍
聴
に
参
加
し
ま

し
た
。
１
３
時
３
０
分
か
ら
の
期
日
で

は
、
北
九
州
支
部
の
柴
田
清
子
遺
族
原

告
、
直
鞍
支
部
の
石
田
秋
寿
原
告
が
、

原
告
意
見
陳
述
を
、
田
中
謙
二
弁
護
士

が
国
の
責
任
に
つ
い
て
、
木
籔
智
幸
弁

護
士
が
企
業
責
任
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
意
見
陳
述
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
終

わ
っ
た
後
の
報
告
集
会
に
は
原
告
、
弁

護
団
、
支
援
す
る
会
な
ど
２
０
０

名
を
超
え
る
仲
間
が
参
加
し
、
最

初
に
裁
判
途
中
で
亡
く
な
っ
た
原

告
弥
永
さ
ん
を
偲
び
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

福
建
労
下
川
委
員
長
が
、「
京
都

判
決
に
は
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。

４
０
万
筆
を
超
え
る
署
名
を
集
め

た
。
そ
の
結
果
国
に
勝
っ
た
。
裁

判
所
で
は
決
着
が
つ
か
な
い
問
題

は
、
国
会
の
場
で
解
決
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
全
建
総
連
と
頑
張

っ
て
い
る
。
請
願
署
名
の
紹
介
議

員
も
２
３
０
人
、
署
名
数
も
全
国

で
１
６
０
万
筆
に
達
し
た
。
今
か

ら
が
本
番
。
こ
れ
以
上
建
設
現
場

で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
増
や
さ
な

い
。
被
害
者
を
救
え
と
最
後
ま
で

頑
張
る
」
と
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
。 報告集会で決意を述べる原告代表 
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第
８
７
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
は
、
五
月
晴
れ
の
５
月
１
日
（
日
）
１
０
時
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
小
倉
北
区

勝
山
公
園
図
書
館
横
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
昨
年
の
９
９
８
名
を
１
０
０
名
以
上
上
回
る
、
１
１
０
０
名
の

労
働
者
、
市
民
が
結
集
し
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
な
ど
の
会
場
カ
ン
パ
は
１
５
４
２
５
４
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

093-921-0747   k_roren@ybb.ne.jp 

 

今
回
の
メ
ー
デ
ー
を
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会
で
、
現
在

の
「
野
党
共
闘
」
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
政
治
状
況
か
ら
、
共
産
党
以
外
の
野

党
に
対
し
て
も
来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

要
請
を
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
北
九
州

市
長
に
対
し
て
も
来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
要
請
す
る
こ
と
が
提
案
・
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
民

進
党
・
社
民
党
か
ら
の
来
賓
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
北

橋
健
治
市
長
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
歩
前
進

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
参
加
人
数
も
日

曜
日
開
催
と
い
う
事
か
ら
、
１
５
０
０

人
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
結
果
、
１
１

０
０
人
と
言
う
参
加
者
を
集
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

メ
ー
デ
ー
恒
例
の
「
各
団
体
か
ら
の

発
言
」
で
は
、「
戦
争
法
廃
止
！
」「
消

費
税
増
税
反
対
！
」
「
公
契
約
条
例
制

定
を
！
」
な
ど
の
切
実
な
要
求
に
つ
い

て
、
９
団
体
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
展
に

は
、
１
６
団
体
２
４
件
の
作
品
が
出
展

さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
北
九
州
市
職
労

女
性
部
の
「
子
供
た
ち
に
平
和
な
未
来

を
た
く
そ
う
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
風
船
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

創
る
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
も
参
加
し
、

子
供
さ
ん
、
若
い
女
性
の
人
気
を
博
し

て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
前
回
ま
で
と
違
い
、
周
囲
が

開
け
た
会
場
で
し
た
の
で
何
か
と
戸

メ
ー
デ
ー
の
一
日 

  

朝
７
時
過
ぎ
に
バ
ス
に
乗
り
８
時

前
に
堺
町
公
園
に
着
く
。
公
園
内
の

杉
田
久
女
の
句
の
案
内
を
読
み
な
が

ら
時
間
待
ち
。 

 花は
な

衣
ご
ろ
も

ぬ
ぐ
や
ま
つ
は
る 

ひ
も
い
ろ
い
ろ 

こ
だ
ま
し
て
山
ほ
と
と
ぎ
す 

ほ
し
い
ま
ゝ 

と
ち
の
実
の
つ
ぶ
て

颪
お
ろ
し

や
豊
前
坊

ぶ
ぜ
ん
ぼ
う 

  

公
園
の
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
れ
い

に
掃
除
さ
れ
て
い
た
。
よ
く
見
る
と

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
な
か
っ

た
。
無
く
な
る
か
ら
か
。
プ
ラ
カ
ー

ド
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
年
金
者
組
合

門
司
支
部
、
新
婦
人
門
司
支
部
の
労

作
。
市
職
労
の
池
田
さ
ん
の
司
会
で
、

来
賓
挨
拶
、
デ
モ
の
指
示
が
て
き
ぱ

き
と
さ
れ
る
。
今
年
は
Ｇ
セ
ブ
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
大
臣
の
会
議
が
北

九
州
で
開
か
れ
る
と
言
う
の
で
デ
モ

の
警
備
は
そ
ち
ら
が
重
点
と
か
で
わ

ず
か
警
察
官
３
人
が
後
に
つ
い
て
く

る
。
会
場
で
は
燦
々
と
降
り
注
ぐ
日

差
し
を
避
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
木
陰
に
。 

 

会
場
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
た
ら
、

元
衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
さ
ん
・
８

５
歳
か
な
。
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
た
。

久
し
ぶ
り
の
人
に
会
え
る
の
が
楽
し

い
。
集
会
後
年
金
者
組
合
の
交
流
会
。

「
カ
ラ
オ
ケ
・
コ
コ
」
で
飲
ん
で
、

歌
っ
て
、
踊
り
ま
で
飛
び
出
し
て
。

帰
っ
て
バ
ッ
タ
ン
キ
ュ
ウ
。 

（
和
） 

  

（
佐
） 

 

惑
い
も
あ
り
、
不
手
際
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
次
回
、
第
８

８
回
メ
ー
デ
ー
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

第
８
７
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
開
催 

・・７
８
団
体
１
１
０
０
人
の
労
働
者
・市
民
が
参
加
！
！ 

 

主催者あいさつを行う中山実行委員長 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

  

第
８
７
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
健
全
な
労
使
関
係
の
下
、
労
働
組
合
と
し
て
の
社
会
的
役

割
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

北
九
州
市
長 

 

北
橋 

健
治 

式典会場に入る青年労働者 
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憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、
弁
護
士

有
志
や
市
民
団
体
な
ど
主
催
す
る
「
北

九
州
憲
法
集
会
」（
小
倉
北
区
ム
ー
ブ

大
ホ
ー
ル
）
が
あ
り
、
約
５
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
元
外
交
官
で
外
務
省

国
際
情
報
局
長
の
孫
崎
享
（
う
け
る
）

氏
が
「
元
イ
ラ
ン
大
使
が
見
た
安
保
法

の
正
体
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
き
ま

し
た
。 

孫
崎
氏
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
可
能
と
し
た
安
全
保
障
関
連
法
の

施
行
に
つ
い
て
「
集
団
的
自
衛
権
の
本

質
は
、
他
国
の
た
め
に
自
衛
隊
を
出
動

さ
せ
る
た
め
の
他
国
防
衛
で
あ
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。 

『
憲
法
の
精
神
と
決
し
て
相
容
れ
な

い
安
保
法
に
強
く
反
対
の
声
を
上
げ
、

廃
止
さ
せ
て
い
く
』
憲
法
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
集
会
参
加
者
一
同
で
確
認
し
採

択
し
ま
し
た
。 

戦
争
法
は
日
本
を
戦
争
す
る
国

に
変
え
る
も
の 

 

戦
争
法
は
ま
さ
に
、
日
本
を
戦
争
す

る
国
に
変
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う

に
国
柄
を
変
え
る
こ
と
は
本
来
、
主
権

者
国
民
の
意
思
に
基
づ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
憲
法
を
つ
く
る
権
限
は

国
民
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
政
府
に
あ

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

政
府
の
横
暴
を
放
っ
て
お
け
ば
、
必
ず

市
民
の
生
命
、
自
由
、
財
産
を
踏
み
に

じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

い
ま
ま
さ
に
、
立
憲
主
義
と
民
主
主

義
の
回
復
の
た
め
に
、
労
働
者
・
市
民

の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
２
０ 

０
０
万
人
署
名
の
成
功
を
！ 

 

戦
争
法
を
一
刻
も
早
く
な
く
す
た

め
に
「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
２
０

０
０
万
署
名
」
を
進
め
る
た
め
に
北
九

州
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
や
北
九
州
地

区
労
連
・
市
民
団
体
な
ど
が
小
倉
駅
前

に
て
隔
週
土
曜
日
に
署
名
宣
伝
を
続

け
て
い
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
憲
法
９
条
の
「
改
正
」

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
日

本
国
憲
法
は
変
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
が
「
戦
争
法
は
違
憲
」
と

言
い
続
け
、
反
対
の
声
を
さ
ら
に
大
き

く
し
て
い
け
ば
、
反
対
の
声
に
押
さ
れ

て
、
使
い
勝
手
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
破
防
法
や
盗
聴
法
の
よ
う
に
、
法
律

を
制
定
し
て
も
十
分
に
発
動
で
き
な

い
状
態
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
違
憲
立
法
・
違
憲
状
態

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
戦
争
法
の
廃

止
と
憲
法
理
念
の
実
現
を
目
指
す
勢

力
が
国
会
で
多
数
派
に
し
て
い
く
こ

と
が
も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。 

元イラン大使孫崎氏が、「安保法の正体」と
題してわかりやすく講演 

 

 

５
月
３
日
、
「
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ 

平
和

を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ
ト
集
会
」

が
、
激
し
い
雨
・
風
の
中
６
０
０
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

プ
レ
企
画
の
あ
と
の
本
集
会
で
は
、
民

進
党
、
共
産
党
、
社
民
党
の
代
表
ス
ピ
ー

チ
で
「
戦
争
法
廃
止
」
「
安
部
政
治
を
許

さ
な
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
青
年
の
『
野
党
は
共
闘
』
の

コ
ー
ル
に
応
え
、
日
本
共
産
党
田
村
衆
議

院
議
員
と
民
進
党
城
井
前
衆
議
院
議
員
、

社
民
党
竹
内
参
議
院
選
挙
区
候
補
が
、
が

っ
ち
り
と
握
手
し
、
野
党
共
同
を
象
徴
す

る
よ
う
に
、
手
を
大
き
く
振
っ
て
ア
ピ
ー

ル
し
、
会
場
か
ら
の
大
き
な
拍
手
に
応
え

ま
し
た
。 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い 

北
九
州
ネ
ッ
ト
集
会 

 

「戦争法の廃止！」を願い会場いっぱいの参加者 

共産、社民、民進党が「野党は共闘！」をアピール 



２０１６年 ５月２０日 北九州地区労連ニュースＮｏ．１１５（３） 

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
デ
モ
行
進

中
の
新
婦
人
門
司
支
部 

                    

戦
争
法
宣
伝
行
動 

２０１６年春闘のとりくみ 

地域ユニオン２社、ＪＭＩＴＵ１社で妥結！ 

 

北九州地域一般労働組合（地域ユニオン）は、組合員が

在籍する企業に対して、春闘要求を提出することに取り組

んでいます。２０１６春闘では、レンゴー、スーパー大栄 

茜会・門司病院について要求書を提出し、団体交渉を行い

ました。要求内容は全労連統一要求書に準じて行いまし

た。レンゴーでは１８００円の定昇（昨年実績は１０００

円） 

茜会では月額２０００円、年俸で２４０００円のアップ

を勝ち取りました。スーパー大栄では一次回答はゼロ回

答、団体交渉を継続します。 

ＪＭＩＴＵ安川合同支部は、安川ビルサービスと団体交

渉を行いました。賃上げ時給２５円に対し６．９円、夏季

一時金２．３ヶ月に対し、２．２５ヶ月の回答を引出し、

妥結しました。 

第５３回北九州母親大会に７００人参加 

 

５月１５日（日）10：00～15：30、若者を戦

地に送らない！戦争のない世界を！というスローガ

ンを掲げて、第５３回北九州母親大会が門司生涯学

習センター・市民会館で開催され、７００名を超え

る参加で大成功をおさめました。午前は、１２の分

科会。午後からは、「このままにしておけますか！戦

争法」と題して、小林節さんがユーモアたっぷりの

小林節で講演しました。運動交流会（写真）もあり、

最後は門司レトロまでパレードしました。 

オープニングは北九州のうたごえによる合唱 

 

大盛況の署名コーナー 

 

団結してがんばろう！！！ 

 

横断幕を先頭に会場に入るデモ隊 

 

プラカード展 最優秀賞は北九市職労女性部でした 

 

写真で見る第８７回北九州統一メーデー 


